
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て講座 「夏の事故から子どもを守る」  参加・託児申込書 

お名前 
  託児の場合、お子様のお名前と年齢 

                 歳 

ご住所 マキノ・今津・新旭・朽木・安曇川・高島・市外 
電話番号 

参加料 

日時：平成 29年 
13:30～15:00（受付 13：00） 

場所：高島市観光物産プラザ 
対象：子育て中の方、子育てに関心のある方等（定員 30名） 

 

川あそびや森あそび。夏は子どもたち

が野外で活動する機会が増える季節で

す。危険や事故から子どもたちを守る

ために、知っておきたいこと、いざと

いう時の対処法などを学びます。 

たかしま子育て応援利用者支援事業・子育て講座 

ファミリーサポートセンター養成講座 

託 児 
未就学児 

5 名 

定員になり次第締切 

 

主催：高島市・たかしま結びと育ちの応援団 
高島市ファミリー・サポート・センターたすけあい高島 

講師：岡本行子先生 
日本赤十字社救急指導員 
高島市ファミリー・サポート・
センター養成講座でも、毎回  
楽しいお話が人気です。 

お問合せ・お申込み 

たかしま結びと育ちの応援団 

☎ 33-7758📠33-7759 
ファミリー・サポート・センターたすけあい高島 

☎ 33-7805📠33-7806 

子育てサポーター養成講座受講の方は、この講座の受講をもって 

「幼児安全法」を受講したものと認定されます。 
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◆◆◆おんぶ回想記◆◆◆ 私には 4 人の妹がおり、10 歳年下

の妹をよくおんぶすることがありました。「遊びに行く時もおん

ぶをしていた」というと、辛い思い出に聞こえるかもしれません

が、背中に妹の温かさが思い出され、今でも気持ちがあたたかく

なります。私はだっこひもやおんぶひものことを調べ少しでもい

いものを伝えたいと学びを重ねていますが、その源はおんぶをし

ていた時間が幸せだったからだと思うのです。～（中段略）～情

報は多いけれど、今度は多すぎて、何を選んだらよいのかわから

ない時代になっています。人はそれぞれ、生まれた時代や地域に

よって考えることが違います。だから正解はありません。でも、

「日本という国では、一本ひもでおんぶをして、肩越しに赤ちゃ

んも社会とつながり、暑いときは涼しく、寒いときはねんねこを

かぶせてもらったのが良くあっていたんだろう」と思います。ど

うか人から人へ、こんな思いが伝わりますように。（迫きよみ） 

5月 27日（土） 

安曇川公民館にて 

「赤ちゃんがよろこぶだっことおんぶ」  

を開催しました。 

宇治市からNPO法人子育てを楽しむ会代表 

迫きよみ先生をお招きし、午前の部27名、 

午後の部23名のご参加がありました。楽しく 

実習しながら、だっこやおんぶが赤ちゃんに 

とってどれほど大切なものなのかを学びました。 

右は先生のコラムからの引用です。 

Musubisodachi 

講座だより 

はじめての子育ては誰だってわからないことばかりです。 

「泣いてばかりの赤ちゃんをどうあやせばいいの？」 

「しつけってどうやればいいの？」 

ぜひパラソルの“ひろば”へ遊びに来てください。 

一緒に遊びながら子育ての経験者とお話できます。 

7/7（金）食育について・新旭公民館 

毎日の子どもの食事について、悩みや疑問はあり
ませんか？ 

7/12（水）自由遊び・安曇川公民館

折り紙リサイクル工作読み聞かせなどをしましょう 

7/22(土)自由遊び・今津図書館 

読み語りについて講師のお話を聴きながら実際に

お子さんと絵本を読んでみましょう 

 

連絡先：高島市教育委員会事務局 

社会教育課 32-4475 

パラソル（家庭教育支援チーム）の 

へ、 

  あそびにきませんか？ 

信頼できるチーム員の皆さんが 

いつもあたたかく迎えてくれます。 

家庭での教育って 

むつかしそうだけど 

大切なことですね。 

 


